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著者は海洋生物からの新しい抗潰療薬の開発を目的として， 0mmαstrephes bartrarni L回国L 墨袋か
ら，ラット幽門結紫法をスクリーニング系として用い有効成分の単離，精製を行なったところ，低分子メ
ラニン分画， Fr.SM II を得た。
Fr.SMII はゲソレ電気泳動，等電点電気泳動法で単一に挙動し，その等電点はpH2.6 ，平均分子量は，







また壁細胞で胃液分泌にたずさわっている carbonic anhydrase, Mg*-ATPaseなどの酵素系にも何ら効果
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を示さなかった。次に最近胃液分泌に対し促進的に働く生体成分として知られるようになったbrady­
kinin C B K) に及ぼすFr.SMll の効果を調べたところ， BK刺激による胃液分泌充進に対して何ら抑制
効果を示さなかったが，胃粘膜の内因性BK含量を著明に減少させた。そ乙でBK産生酵素に着目し胃
粘膜の BK産生酵素活性，血、清kallikreinおよび、plasmin活性を測定したと乙ろ， Fr.SMll は乙れらに対
し著明な抑制効果を示した。この結果は BKがchemical media torとして働く急性炎症に対しFr.SM I 
が抑制する事実とよく一致していた。
実験潰虜モデルを作成しそれに対する有効性を検討することは，抗潰蕩剤の作用点を解析するために
必要である。そこで、Fr.SMll の各種実験モデルに対する効果を検討した結果， 'Fr.SMll は幽門結索漬場



















6B カラムにてゲノレ炉過したところ 3 つのピーク(高分子側からPeak 1 , ll ，皿と命名)分画された。
一方PB潰虜時の腺胃部からの高分子糖蛋白質 CPeak 1 )含量のみが著明に減少し，他の二つの分画に
は全く変化が認められなかった CAsp潰虜ラットでも同傾向がみられた)。従って潰虜の消長と最も密
接に挙動しているのは糖質 68.1 %，蛋白質 2 1.8 %の化学組成をもっPeak 1 であることが判明した。さ
らに漬場発生と脂質の過酸化の関係を検討したところ， P B , Asp潰蕩の程度に比例して腺胃部の過酸
化脂質量の増大が確認された。同時に測定したPeak 1 含量は逆に低下していた。このPeak 1 は脂質過酸
化抑制作用やlysosome膜安定化作用を示すことから，これらの作用が胃粘膜保護に役立っていると推察
された。一方， Fr. SMll を PB および、Asp と併用投与すると， Peak 1 含量の特異的減少が抑制されむし
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活性本体として低分子メラノプロテイン分画 CFr.SM II) を得，乙のものは BK産生酵素活性の抑制に
基づき胃粘膜BK量の低下をもたらし，胃液分泌を抑制することを明らかにした。またFr.SMII は幽門
結索， P B , Aspおよび、stress潰療に対し予防効果を示し，糖蛋白質分解系の抑制と生合成系の促進に基
づき糖蛋白質含量を増加させ，その増加した成分は高分子糖蛋白質 CPeak 1 )と判明した。さらに抗潰場
活性の発現のメカニズムとして胃液分泌抑制活性以外に，脂質過酸化抑制効果および膜安定化作用を有
するPeak 1 含量の増加作用を認めた。
よって薬学博士としての価値ある論文と認める。
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